



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 1５ 1００ 1００
百姓15人名前 開発前石高
開発時
石高 屋敷
和
七郎右衛門
三郎右衛門
小右衛門
嘉兵術
孫右術門
五郎左衛門
吉右術門
金三郎
次左衛門
新左衛門
次右衛門
定右衛門
宇右衛門
伊兵術
計
石
９
５
５
１
７
０
８
１
７
７
１
９
８
７
０
５
０
２
２
２
８
５
５
０
８
９
１
４
９
０
４
０
８
６
２
１
９
９
７
１
８
５
８
６
６
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
３
１
６
４
４
４
３
２
２
２
１
１
０
０
０
１
１
６１．６９０
石
２
５
８
７
８
６
２
３
９
０
１
８
１
４
９
８
４
９
０
８
４
５
３
６
０
０
９
５
４
１
０
２
２
０
３
０
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●
４
７
６
８
２
１
３
８
５
３
７
３
２
２
３
有
右
有
有
右
無
無
有
無
有
有
右
／
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以
上
、
享
保
期
に
お
け
る
見
沼
地
域
の
土
地
開
発
は
、
農
民
の
側
か
ら
の
積極的必要性はゑられず、その内容も消極的且小規模であったと
いえよう。これは、比絞的安定した村を条件とする村請新田が、
たしのと思われる。このような点からふると、耕地の拡大と人口
の放出という村請新田の意義ははっきりと認められるのである。
この大間木新田は、発展して一村として成立するのであるが、
い
つ
頃
か
ら
親
村
と
離
れ
て
一
村
と
し
て
の
性
格
を
有
す
よ
う
に
な
っ
た
の
かについては明らかでない。寛政六年の年貢割附状は、親村であ
る
大
間
木
村
を
通
し
て
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
直
接
大
間
木
新
田
に
出
さ
れたものであることから、この寛政六年に至る間に親村と離れた
行政村落となっていったと思われる。又、この年貢割附状に、そ
の
比
率
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
他
村
よ
り
の
入
百
姓
の
存
在
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
村
落
構
成
は
開
発
時
の
そ
れ
と
比
べ
て
複
雑
な
し
の
に
な
っ
て
い
っ
た
であろうし、戸数も開発時の一五戸から、『新編武蔵国風士記稿』
の
記
さ
れ
た
文
化
・
文
政
頃
に
は
二
四
戸
に
増
え
て
お
り
、
村
落
と
し
て
の
発展が認められるのである。
このように大間木新田は、耕地の拡大と人口の放出という村請
新
田
の
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
開
発
さ
れ
、
そ
れ
は
、
村
請
新
田
と
百
姓
寄
合
新
田
と
の
中
間
的
な
性
格
を
示
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
いかと思うのである。
この点、この大間木村新田の場合は、他の一六ヶ村とは違った
形態を示すものであるといえよう。
法
政
史
学
第
二
十
五
号
お
わ
り
に
ここでは、江戸に近いということ、畑が主であり商品作物の栽培
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
水
田
に
よ
る
石
高
の
増
加
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
逆
の
方
向
に
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れる。要するに、享保改革は江戸蕪府の行なった最初の大きな改革で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
年
貢
増
徴
策
が
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
大名の改易による幕府直糀領の拡大という形をとらず、年貢の徴
収方法の改革と新田開発の促進という形をとって実施されたもの
で
あ
り
、
こ
れ
は
結
局
、
元
禄
年
間
頃
に
ほ
ぼ
固
定
化
し
た
直
輔
領
四
○
○
万石の支配領域の枠内で、幕府は実質的に年貢額の増加を進めて
い
こ
う
と
す
る
意
図
を
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
進
め
ら
れ
た
新
田
開
発
に
は
、
町
人
請
負
新
田
や
代
官
見
立
新
田
を
軸
と
し
て
村
請
新
田
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
村
請
新
田
の
中
で
も
、
見
沼
新
田
は
、
新
田
開
発
の
奨
励
と
見
沼
代
用
水
路
開
盤
に
基
づ
く
経
営
全
休
の
中
て
、
幕
府
の
財
政
拡
充
策
の
対
象
で
あ
る
新
田
村
と
し
て
設
定
さ
れ、幕府の支配の一環に組み込まれていったものと考えられるの
である。
本稿を作成するにあたり、御指導を頂いた村上直先生に謝意を
表するとともに、史料閲覧に便宜をはかって頂いた埼玉県立浦和
文書館、吉本富男氏・大村進氏に厚く御礼を申し上げます。
註（１）
（２）
『
見
沼
代
用
水
沿
革
史
』
一
○
七
頁
９
同右、七九’八一一一頁
一一一
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/へ′へ′■、′へ／へ／■、′~、′へ′ﾛ、′へ′へ／■、
1８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７
、_ノ、ゾミーノ、_'ミゾ、.ノ、_ノ、.ノ、_ノ、_ノ、_ノ、.ノ
′■、／■、〆■、
６５４
、.ノ、ごノＬノ
'ﾛ、
３
ミーノ
享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）
こ
の
三
人
の
者
に
つ
い
て
は
江
戸
の
町
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
だ
け
で
他
の
こ
と
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
『
刑
銭
須
知
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
見
沼
を
江
戸
商
人
達
が
運
上
を
出
し
て
漁
猟
の
場
同
右
岡村文書、
（９）に同じ
『武蔵国郡村誌』
「見沼開地割帳」
武
笠
文
書
「
武
州
同
右
『
刑
銭
須
知
』
（
「
検
地
取
斗
並
新
田
吟
味
知
行
割
之
事
」
三
○
七
号、一、武蔵野新田開発之覚附見沼新田之訳此末一一記）
『埼玉県史』第五巻、三八一一頁
岡
村
文
書
「
貝
沼
新
田
開
発
御
用
書
留
帳
」
紀
州
流
の
治
水
功
者
。
享
保
七
年
九
月
吉
宗
が
将
軍
と
な
る
に
伴
っ
て
紀
州
よ
り
幕
臣
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
翌
八
年
に
は
御
勘
定
に
登
用
さ
れ
、
十
年
十
一
月
に
は
勘
定
吟
味
役
格
と
な
り
、
十
二
年
六
月
に
は
「
吟
味
役
の
う
ち
お
の
お
の
つ
か
さ
ど
る
事
を
わ
か
た
れ
…
…
新
墾
な
ら
び
に
荒
蕪
開
耕
の
事
は
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
う
け
給
は
り
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
開
発
事
業
は
一
切
為
永
が
専
掌することとなった。十六年十月には勘定吟味役に昇進。
Ｓ
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
七
輯
、
『
徳
川
実
紀
』
第
八
編
）
岡
村
文
書
「
見
沼
新
田
開
発
御
用
書
留
帳
」
『埼玉県史』第五巻、一一一八二頁
『
新
編
武
蔵
国
風
士
記
稿
』
七
・
八
巻
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
一
巻
同
右
「
武
州
見
沼
御
新
田
願
書
並
目
論
見
帳
」
前
掲
史
料
、
武
笠
文
書
、
前
掲
史
料
/■、′■、′へ〆、′■、′卓、
２４２３２２２１２０１９
L,ノミーノ～ノ、､ノ、_ノ～ノ
と
し
て
い
た
と
あ
り
、
後
に
こ
の
三
人
が
新
田
を
売
り
渡
し
た
山
口
屋
藤
左
衛
門
も
そ
の
一
人
で
あ
る
こ
と
や
、
「
右
三
人
之
者
〈
江
戸
町
人
一
一
御
座
侯
処
、
享
保
年
中
見
沼
開
発
之
以
前
見
沼
開
墾
仕度上り迫を願出候得共終二御聞済一一不相成…・・・」（武
笠
文
書
、
前
掲
書
）
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
な
関
係
で
こ
の
地
域
と
か
か
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大石慎一一一郎著『享保改革の経済政策』一八三頁
大
石
慎
三
郎
校
訂
『
地
方
凡
例
録
』
上
巻
、
一
○
四
頁
（超）に同じ
『武蔵国郡村誌』第一巻
武
笠
文
書
前
掲
史
料
木
村
礎
、
伊
藤
好
一
編
『
新
田
村
落
』
一
○
二
頁
。
￣
一
一
一
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